



























































































Ⅰ 学習課題の設定の観点                   Ⅱ 対話的な学習指導の展開の観点







  ①学習状況 （どんな生徒に授業する）
  ②学習目的 （何のために授業する）
  ③学習内容 （何を授業する）
























他 者 と の 協 働 に よ っ て ， 自 ら の 考 え を 広 げ 深 め る 生 徒





























































 ① 対象生徒 本校生徒（第１学年・第２学年・第３学年），研究協力校（公立校３校） 
 ② 研究領域 他者との協働を通じて自らの考えを広げ深める生徒の育成 
 ③ 研究方法 情報収集，先行研究の調査，全体構想にもとづく授業実践，検証，まとめ 


























 令和２年 12月３日（木）に，第３学年の生徒を対象に，次頁の指導案で授業発表を行った。 
学習時期 使用教材 「書く」活動 
第２学年２月頃 『言葉の力』   （大岡信） 作文を書く（コロナ休校のため未実施） 
第３学年６月頃 『友好使節』  （星新一） 
『信用ある製品』（星新一） 
言葉と心について，意見文を書く 
第３学年９月頃 『月光と海月』 （萩原朔太郎） 
『月夜の浜辺』 （中原中也） 
心情と表現について考え，鑑賞文を書く 
第３学年 12月頃 『言葉の力』   （大岡信） 




単元（教材） 続々「ことば」と「こころ」（大岡信「言葉の力」池田晶子「言葉の力」） 第 2／4時 
本時の目標 二作品を参考に，自分の言葉がもつ力について随筆を書くことができる。（書くこと）                             






















































  ・大岡氏と池田氏が述べる「言葉」「言葉の力」につい 
て，比較し共通点と相違点を見つける読み。 
  ・大岡氏と池田氏の意見に対して，自分がどのように 
評価するかを考える読み。 
 









  ・活動３で考えた自分の「言葉」「言葉の力」について 
  ・自分が（読む/書く/話す/聞く時に）使っている言葉 
   が「力」をもっていると感じた場面の具体例 
  ・周囲の人から自分に向けられた言葉が「力」をもっ 
   ていると感じた場面の具体例 











































































































































5）田村学（2021）『教育科学 国語教育 No.854』明治図書 
6）中山芳一（2021）『教育科学 国語教育 No.854』明治図書 
7）岡山大学教育学部附属中学校（2017～2020）『研究紀要 第 52・53・54・55号 全体編・国語科編』 
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